
毯71

　
を
廻
っ
て
居
る
こ
ε
恥
知
っ
て
、
天
禮
蓮
行
の
秘

　
密
々
徹
斑
的
に
解
く
こ
ε
が
出
隅
た
の
で
あ
る
。

丙
、
火
星
の
咽
般
　
火
星
の
太
陽
か
ら
の
距
離
、
勲
…

　
道
々
述
べ
、
黄
直
上
の
送
行
期
間
短
い
時
に
六
十

　
日
位
、
疑
い
時
に
八
十
日
に
屯
飴
る
も
あ
り
地

球
か
ら
の
距
離
に
し
て
ち
最
遠
一
億
里
か
ら
、
最

　
近
｝
干
四
百
萬
里
、
光
度
ほ
一
、
六
等
級
か
ら
負

　
二
、
入
等
級
ま
で
上
下
す
る
の
で
あ
ろ
。
一
公
韓

　
に
一
年
ピ
三
百
二
十
二
日
で
あ
ろ
か
ら
地
球
に
欝

　
し
て
衝
ヒ
か
A
§
か
太
陽
こ
の
鴬
町
位
置
が
幽
幽

　
の
位
置
に
來
る
の
に
亭
均
七
百
八
十
日
毎
に
繰
返

　
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
火
星
の
直
径
に
地
球
の
ヨ
割

　
四
分
し
か
な
い
。
衛
星
に
二
つ
、
火
星
の
亭
均
密

　
度
に
水
の
三
、
入
で
月
の
密
度
に
近
い
こ
亡
に
な

　
る
。
火
星
の
白
韓
遇
期
に
二
十
四
時
間
三
十
七
分

　
二
十
二
、
紅
白
で
あ
る
亡
Q

太
陽
系
に
乱
す
う
も
の
に
右
の
一
月
の
観
測
、
彗

星
の
槻
測
、
流
星
、
天
三
王
蹴
る
、
黄
道
光
、
小

遊
星
に
就
い
て
蓮
べ
ら
ろ
豫
定
で
あ
っ
た
が
米
星

土
星
、
海
王
星
、
火
星
の
み
こ
就
い
て
穿
あ
っ
て

物
足
ら
η
感
が
ず
る
が
、
し
か
し
こ
の
目
星
の
親

藩
の
み
に
て
も
普
通
の
天
文
書
を
見
て
も
書
い
て

な
い
事
が
大
部
分
な
の
で
、
一
通
リ
心
得
て
居
る

も
の
に
ば
是
罪
讃
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

ろ
。
こ
の
通
信
拭
完
結
後
に
に
軍
行
本
ぜ
な
っ
て

出
る
様
に
確
い
て
居
六
が
こ
う
な
り
六
か
、
そ
の

後
の
様
子
た
知
ら
な
い
が
今
度
「
講
評
ご
り
ご
り
」

な
る
本
が
乙
訓
さ
れ
、
近
く
「
星
空
の
親
察
」
も
出

版
さ
れ
る
さ
う
で
あ
る
か
ら
そ
れ
等
な
合
ぜ
見
回

ら
天
堂
學
上
の
知
識
珊
々
滞
足
ぜ
し
む
る
で
あ
ら

う
。
次
回
に
恒
星
に
關
す
る
も
の
か
御
紹
介
し
ま

ぜ
う
。

　
　
　
く
‘

　　

@　

@
雑
　
　
報

　
　
　
　
ほ
ノ
ぞ
ぞ
ゴ
ぞ
ノ
ノ
ゴ
ノ
ノ
ノ
ノ
ま
　
ア
ダ
を

　
　
新
彗
星
の
襲
見

　
二
十
一
日
午
後
二
時
白
耳
義
中
央
天
竺
藁
か
ら
東

京
天
交
‘
憂
へ
『
十
月
目
†
九
日
白
瓢
義
ペ
ル
ゲ
ド
ル
フ

大
黒
星
學
教
授
バ
ア
デ
氏
一
新
辣
星
だ
嚢
聾
す
』
曾

の
電
報
が
碧
し
雲
。
其
報
道
に
よ
れ
ば
新
薄
星
の
位

置
ほ

　
赤
経
十
九
時
四
十
山
ハ
分
圃
二
十
山
ハ
秒

　
　
　
　
　
　
　
（
日
々
二
分
十
二
秒
檜
）

　
赤
緯
北
三
十
七
度
四
十
六
分

　
　
　
　
　
　
　
（
日
々
十
五
分
減
）

京
都
大
學
天
爵
藁
の
．
上
田
助
教
、
及
び
中
村
氏
の
二

十
三
日
夜
の
親
測
に
よ
れ
ば
蝦
蟹
星
ほ
九
、
五
等
の

光
度
矩
有
し
図
形
の
舞
星
に
て
薄
き
露
な
有
ち
・
直

裡
ほ
約
五
分
な
り
。

因
に
同
彗
星
ぽ
二
吋
の
墓
遠
鏡
に
て
幽
か
に
見
得
ろ

　
　
　
同
好
會
報

　
　
天
界
の
敢
へ
る
宇
宙
の
無
限
大

　
大
連
市
の
通
去
四
、
年
間
星
に
面
す
る
常
識
の
暮
及

に
努
め
來
ら
れ
た
同
好
會
員
の
南
浦
洲
高
等
工
業
學

校
敦
論
西
岡
永
太
郎
氏
よ
り
の
通
信
に
曰
く

「
何
故
誰
か
サ
私
に
星
座
な
教
へ
て
呉
れ
て
星
の
世

界
な
私
に
な
つ
か
し
い
親
し
む
も
の
ヒ
し
て
呉
れ
な

か
つ
六
の
だ
ら
・
り
？
」
ミ
に
ト
ー
マ
ス
、
カ
ー
ラ
イ

ツ
の
老
年
の
歎
き
で
あ
っ
カ
ぜ
傳
へ
聞
い
て
居
り
ま

す
が
私
の
如
き
老
生
も
高
潮
同
感
で
あ
り
ま
す
。
「

燈
私
の
年
少
の
頃
ば
父
母
な
り
兄
姉
な
り
が
、
星
に

書
し
て
に
現
在
の
丈
化
に
惜
…
れ
た
人
よ
q
も
よ
り
以

上
の
智
識
な
持
っ
て
居
六
か
の
様
な
感
じ
が
い
大
し

ま
す
Q
そ
れ
で
多
少
ば
其
感
化
か
受
け
て
ゐ
ま
し
六
〇

之
に
反
し
て
現
代
の
人
に
パ
ン
に
追
ば
る
」
ぜ
い
か

ほ
知
り
ま
ぜ
ぬ
が
比
較
的
此
の
方
面
の
智
識
が
低
下

し
て
來
に
ぜ
ぬ
か
三
門
に
れ
ま
す
Q
こ
れ
ほ
軍
に
私

一
人
の
言
ふ
所
の
み
な
ら
す
多
く
の
人
も
亦
同
様
に

申
さ
れ
ま
ず
・
o
そ
の
理
由
ほ
星
な
二
六
か
ら
ビ
て
直

接
生
活
上
の
何
の
利
子
を
得
る
わ
け
で
も
な
れ
ば
、

此
の
繁
忙
に
し
て
し
か
も
世
智
辛
い
眸
代
に
星
な
窺

が
う
山
様
な
蝕
裕
が
な
い
ビ
い
ふ
の
で
あ
り
ま
ぜ
う
。

そ
の
御
説
毛
誠
に
一
環
あ
ろ
乏
で
ば
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
人
間
ほ
パ
ン
の
み
に
て
生
く
る
も
の
で
な
く

天
の
彼
方
に
啓
示
さ
れ
て
み
る
宇
宙
の
論
理
を
探
求

し
自
然
の
荘
嚴
亡
か
雄
大
亡
か
に
感
じ
，
地
上
の
生

活
か
教
ふ
る
そ
の
敏
訓
な
學
ぶ
こ
亡
に
努
め
天
窟
葎

知
る
こ
亡
が
一
節
で
あ
り
ま
す
O

　
日
本
に
に
古
來
星
た
魏
察
す
ろ
方
面
の
學
術
約
研

究
の
獲
達
し
て
み
な
か
つ
五
こ
ミ
に
純
圓
本
の
言
葉

で
命
名
さ
れ
六
星
崎
の
少
い
の
に
見
て
も
知
ら
れ
ま

ず
〇
六
ま
／
、
名
前
を
有
っ
て
居
れ
ば
民
國
名
の
焼
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き
直
し
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
西
洋
の
醗
鐸
に
過
ぎ

め
有
檬
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
之
れ
に
蕉
來
の
事

で
現
在
の
や
う
に
丈
化
が
開
け
學
校
教
育
が
盛
ん
に

な
り
し
か
も
學
校
で
ば
理
科
、
博
物
な
ご
4
悉
く
朝

憲
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
亡
云
ふ
蒔
代
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
再
診
の
知
u
識
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ

る
の
に
事
實
ぱ
之
れ
マ
」
反
阿
で
夫
に
就
い
て
は
我
關

せ
す
焉
の
態
度
を
ビ
つ
て
居
る
人
の
多
い
の
ば
蓋
し

無
味
乾
燥
の
教
科
書
々
績
り
大
自
然
不
文
の
教
科
害

に
依
っ
て
學
ぶ
こ
定
玉
壷
さ
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
ぜ

・
り
。

　
　
め
あ
て
な
き
大
海
原
為
行
く
舟
に

　
　
日
月
星
准
力
よ
る
外
な
し

星
1
1
全
く
人
生
ビ
無
關
係
で
に
あ
り
ま
ぜ
ぬ
。
山
も

陸
も
見
え
η
大
海
原
に
航
海
す
る
船
は
星
や
磁
氣
な

頼
り
に
逡
ん
で
居
る
の
で
、
滞
蒙
な
．
ε
の
荒
漠
な
る

土
地
に
活
動
す
る
人
も
同
檬
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

是
非
共
星
に
つ
い
て
學
問
で
な
く
常
識
の
レ
ベ
ル
か

高
め
ら
れ
ん
こ
亡
々
切
望
い
六
し
ま
す
。
庭
で
此
の

宇
宙
の
大
な
人
智
た
以
て
知
悉
し
や
う
ぜ
す
ろ
の
は

全
く
λ
．
、
の
こ
ミ
で
そ
の
努
力
ば
恐
ら
く
一
勢
に
座

し
何
等
得
る
麗
な
く
し
て
終
る
だ
ら
う
、
よ
し
ま
犬

其
若
干
准
知
り
得
れ
亡
て
未
知
の
無
限
大
薮
に
比
較

し
六
る
既
知
の
有
限
数
ほ
比
較
上
の
零
芯
な
る
だ
ら

・
り
ご
一
撃
ふ
人
も
あ
ワ
O
O
が
押
然
し
調
馬
の
考
へ
山
力
匡
退
歩

的
で
之
れ
に
依
っ
て
浦
足
す
ろ
こ
ぜ
に
出
來
な
い
だ

ら
う
亡
思
に
れ
ま
で
b
私
逮
の
希
墓
に
何
慮
ま
で
も

望
蜀
的
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。
此
の
希
望
ぜ
努

力
ば
決
し
て
空
し
く
な
ら
す
着
々
功
な
奏
す
る
の
で

あ
り
ま
す
。
古
昔
の
天
文
ぱ
星
空
に
掛
っ
て
み
ろ
星

の
位
，
，
．
か
星
座
で
極
臼
、
た
け
れ
こ
も
之
れ
だ
け
で
ば

満
足
ぜ
す
、
赤
挫
赤
緯
ピ
て
天
の
赤
経
上
春
分
鮎
た

基
鮎
定
し
て
地
球
上
の
下
縄
或
1
1
北
緯
何
度
何
分
亡

い
ふ
一
緯
度
で
星
の
位
置
な
決
定
し
た
の
で
あ
り
ま

す
O
た
ピ
へ
ば
織
女
星
ほ
赤
経
L
「
曽
八
時
一
二
中
ー
ゴ
一
分
、

（
春
分
黙
が
興
野
の
正
南
な
過
ぎ
十
八
時
三
十
四
分

の
時
な
経
て
七
夕
星
が
其
の
地
の
正
南
に
來
る
）
赤

緯
北
三
十
入
度
四
十
二
分
で
あ
ろ
定
い
ふ
様
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。
ま
六
月
球
に
ぜ
よ
東
洋
人
匡
こ
れ
を

玉
兎
が
餅
な
掲
い
て
る
る
の
だ
ε
お
伽
噺
ぜ
し
て
ゐ

う
に
過
な
い
が
、
西
洋
で
に
一
寸
し
カ
月
球
固
に
も

五
百
に
近
い
地
鮎
に
命
名
し
て
み
る
ば
か
り
か
山
の

高
さ
孔
の
深
さ
か
測
量
し
て
其
の
計
数
な
指
示
し
て

み
ろ
の
で
あ
り
ま
す
Q
星
の
色
に
し
六
露
が
西
洋
で

は
既
知
元
素
の
ス
ペ
ク
ト
ル
ん
基
準
弔
し
て
光
線
の

分
折
を
行
ひ
、
其
の
色
の
因
っ
て
漫
ろ
亡
こ
ろ
な
明

か
に
し
、
星
、
元
素
々
知
リ
、
且
つ
そ
の
ス
ペ
ク
ト
レ

の
愛
化
か
ら
響
動
の
蓮
度
々
知
る
ご
い
ふ
様
に
簡
軍

な
原
理
に
依
っ
て
複
雑
な
問
題
な
亡
き
得
る
ば
か
り

で
な
く
、
角
な
測
定
す
る
な
ご
角
度
の
「
秒
（
一
秒
の

伯
月
ぐ
し
ば
n
日
本
里
、
数
十
山
ハ
田
瓢
遠
方
に
「
あ
ろ
長
さ
一
尺
の

棒
か
望
見
す
る
時
の
角
の
百
分
の
一
即
ち
十
六
里
遠

方
の
長
さ
一
分
な
争
ふ
ま
で
に
精
妙
の
城
に
建
し
之

た
利
用
し
て
恒
星
の
距
離
羅
測
る
こ
ε
に
成
功
し
て

み
ろ
Q
六
ピ
へ
げ
h
天
の
南
緯
工
ハ
十
度
赤
縄
皿
十
四
時
｝
二

十
四
分
の
庭
に
あ
ろ
セ
ン
タ
ウ
ル
ス
、
ア
ル
フ
ァ
星

な
地
球
軌
道
ε
反
封
の
爾
地
墨
で
望
見
し
方
角
の
節

角
度
の
一
秒
牛
あ
ろ
事
な
知
り
之
よ
り
此
の
星
迄
の

距
離
匡
一
秒
間
七
萬
五
千
里
の
心
切
か
有
す
る
光
を

し
て
行
か
し
め
て
も
術
四
年
帥
四
光
年
三
の
時
日
々

要
す
る
蓮
距
離
へ
否
天
丈
の
方
で
ほ
近
距
離
㌧
に
あ
ろ

ビ
ゼ
ふ
事
ゐ
知
り
、
し
か
も
戯
の
星
が
恒
星
甲
最
も

地
球
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
こ
ミ
が
知
れ
ま
し
た
。
試

み
に
此
の
四
光
年
三
の
距
離
ノ
日
本
里
鍛
に
概
寛
す

る
ぜ
先
づ
一
光
年
の
距
離
に
二
兆
三
千
六
百
七
十
億

里
で
あ
る
故
四
光
年
三
ほ
其
の
四
、
三
倍
即
ち
十
兆

一
千
七
百
八
十
億
里
で
あ
り
ま
す
。
此
の
計
り
知
ら

れ
ぬ
も
の
た
地
球
上
の
人
間
が
宥
限
だ
ピ
か
無
限
だ

亡
か
云
ふ
の
で
此
の
大
宇
宙
に
迎
も
想
像
の
就
く
こ

亡
で
に
な
い
の
で
あ
り
・
ま
す
。

美
　
作
　
よ
　
り

画
本
孝
二
耶

　
　
荒
水
　
俊
馬
様

　
　
　
　
＝
ス
モ
λ

秋
風
吹
き
宇
宙
の
花
が
ほ
こ
ろ
び
そ
め
た
時
こ
の
淋

し
い
田
舎
町
に
支
部
が
置
か
れ
ろ
事
に
な
り
ま
し
六

以
後
さ
、
や
か
な
活
動
な
致
し
て
居
り
ま
す
。
可
成

多
く
の
熱
心
家
の
爲
に
聖
日
〔
四
口
）
午
後
六
時
牛
に

支
部
ビ
し
て
の
第
…
回
の
例
會
奄
開
く
事
が
出
架
た

事
拭
私
通
に
ビ
つ
て
非
常
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
事
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
日
ほ
幸
な
箏
に
ぼ
補
習
學
校
の
生
役
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が
多
数
來
て
居
り
ま
し
六
の
で
中
々
の
盛
曾
で
ご
ざ

い
ま
し
六
。
次
の
や
う
な
順
序
で
行
ひ
ま
し
六
〇

　
　
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
　
講
話
「
封
世
界
の
地
理
」
　
　
　
山
本
孝
二
鄭

そ
の
後
で
補
習
生
徒
の
爲
及
び
薪
し
い
會
只
の
御
方

の
爲
に
あ
ま
q
よ
い
空
で
に
あ
り
ま
ぜ
ん
で
し
六
け

れ
こ
も
星
座
の
案
内
ε
月
面
観
測
ビ
か
行
ひ
ま
し
れ

終
っ
て
當
支
部
會
員
の
懇
談
別
な
行
ひ
、
西
表
や
ら

質
問
や
ら
で
十
時
牛
頃
ま
で
を
こ
の
研
究
で
過
し
豪

し
六
。
（
十
一
、
五
）

　
　
　
　
×
　
×
　
×
　
×
　
×

　
　
大
正
十
一
年
十
↓
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
の
日
光
為
浴
び
て

O
岡
山
支
部
十
月
通
信

1
、
天
界
研
究
會
十
四
町
宮
原
幹
事
宅
で
開
會
。

2
、
通
俗
講
演
會
二
十
九
日
午
前
十
一
時
か
ら
一

　
畔
簡
凹
孕
、
水
野
支
部
幹
事
に
津
山
　
憧
…
物
錫
會
の
主

　
催
の
許
に
津
山
中
墨
校
で
左
の
講
演
か
し
乳
。

　
噌
、
太
陽
に
つ
い
て

3
、
「
天
文
量
話
太
陽
の
親
類
め
ぐ
い
己
に
水
野
支
部

　
幹
事
の
著
で
、
山
本
理
學
士
の
茂
闘
気
絶
糞
も
の

　
日
下
印
刷
中
で
あ
る
か
ら
近
々
出
版
ぜ
ら
れ
る
で

あ
ら
う
。
内
容
ほ
太
陽
、
各
遊
星
衛
星
、
流
星
、

彗
星
、
野
日
照
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
一
家
、
太
陽
槻
測

所
、
我
が
國
の
天
文
豪
め
ぐ
り
等
で
、
獲
行
所
口

東
京
、
警
醒
批
書
店
恥
定
詰
感
約
萱
圓
五
拾
鐘
。

十
二
月
の
天
象

太
陽
　
4
。
二
月
中
の
太
陽
の
赤
経
に
十
六
時
二
十
七

　
分
か
ら
十
入
時
四
十
四
分
迄
檜
加
し
、
其
の
赤
緯

　
南
二
十
一
度
四
十
四
分
か
ら
二
十
三
度
四
分
檜
加

　
す
ろ
〇
二
十
二
日
に
赤
緯
南
二
十
三
度
二
十
七
分

　
の
曽
最
大
害
鳥
に
．
逡
一
9
ろ
。
入
口
H
午
前
山
二
時
十
一
分

　
大
雪
節
〇
二
十
ご
日
午
後
十
一
時
五
十
七
分
冬
至

太
陽
ば
冬
の
最
初
の
宮
の
磨
里
宮
に
入
る
Q
而
し

　
て
太
陽
は
丁
度
地
球
の
冬
至
線
上
た
直
射
す
る
様

　
に
天
頂
鮎
に
來
る
此
の
時
か
ら
太
陽
ほ
徐
々
定
此

　
方
に
動
く
。

月
　
四
日
午
後
八
時
二
十
四
分
滞
月
。
十
｝
、
日
午
前

　
一
時
四
十
一
分
下
弦
月
。
十
入
日
午
後
九
時
二
十

　
△
豊
新
E
月
。
二
十
山
ハ
日
午
後
二
暗
｝
九
十
一
二
分
上
弦
月
月

　
十
五
h
口
午
葡
0
畔
五
近
地
黙
に
、
二
十
七
日
午
前

　
一
時
一
逡
地
鮎
に
湿
る
。

水
星
　
十
五
日
に
赤
経
十
七
時
四
十
九
分
、
赤
緯
南

　
二
十
五
度
十
分
即
ち
射
手
座
に
あ
り
。
七
日
午
前

　
四
時
太
陽
ε
順
合
亡
な
る
、
同
日
午
後
十
一
暗
蓮

　
日
鮎
に
來
る
。
而
し
て
本
月
中
ば
観
測
に
不
便
で

　
あ
る
〇
十
九
日
午
前
十
時
下
弦
月
ビ
合
（
ホ
星
ほ

　
山
ハ
三
五
ナ
四
凹
分
南
）
二
十
入
日
午
前
七
時
爾
・
方
最

　
大
日
心
黄
緯
。

金
星
十
五
日
に
赤
縫
十
五
時
三
十
一
分
、
赤
緯
南

　
十
六
度
三
十
分
即
ち
天
秤
座
ガ
ン
マ
星
の
南
方
に

　
あ
り
、
曉
天
の
星
、
太
陽
か
ら
雲
華
に
離
れ
つ
、

　
あ
り
、
月
末
に
に
観
測
に
容
易
、
蝕
り
輝
い
て
南

　
東
の
空
に
於
て
其
位
置
々
獲
零
す
う
に
は
何
の
困

　
難
も
な
い
〇
四
日
午
前
四
暗
昇
交
黙
に
來
る
。
十

　
五
日
午
前
二
曲
N
留
〇
十
山
其
日
午
後
ゴ
一
時
一
二
十
四
分

　
下
弦
月
ε
合
〇
三
十
】
日
午
前
十
時
最
大
光
輝
。

火
星
十
五
日
に
に
赤
絶
二
十
二
時
二
十
一
分
、
赤

　
緯
南
十
一
度
二
十
七
分
即
ち
水
馬
座
シ
グ
マ
星
の

　
西
方
に
あ
り
。
光
輝
は
十
五
日
に
ば
0
、
八
等
、

　
三
十
一
日
に
匡
一
、
○
等
ビ
な
る
。
距
離
ほ
一
億

　
二
千
九
百
六
十
六
萬
二
千
里
Q
二
十
四
日
午
後
三

　
時
二
十
六
分
下
弦
月
霊
合
（
火
星
に
二
度
十
七
分

　
南
方
に
あ
り
）
二
十
五
日
午
後
六
時
二
　
四
分
天

　
王
寺
ピ
接
近
し
敦
ろ
合
み
な
す
（
｝
火
星
ほ
七
分

　
南
に
あ
り
）

木
星
十
五
日
に
に
赤
脛
十
四
時
三
十
三
分
、
赤
緯

　
南
十
三
度
五
十
四
分
即
ち
天
秤
座
に
あ
り
。
曉
星
．

　
に
し
て
太
陽
の
前
三
時
三
十
分
に
昇
る
。
年
末
に

於
け
る
位
概
は
天
秤
座
首
星
（
こ
、
九
等
）
に
非
常

　
に
近
い
〇
十
五
日
午
後
三
蒔
五
分
下
弦
月
定
合
、

　
（
木
星
に
南
二
度
三
十
三
分
に
あ
り
）


